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要旨
　2021年12月19日と2022年 3 月 7 日に岩手県の岩手医科大学矢巾キャンパスの貯水池，2022年 2 月27
日に宮城県利府町の柚ノ木溜池においてプランクトン採集を行った結果，それぞれの地点から淡水
性カイアシ類であるCyclops kikuchii Smirnov, 1932とC. vicinus Uljanin, 1875が得られた．前者は尾
叉末端の刺毛の相対長（terminal medium internal seta/ terminal internal seta：1.86, n=1 ）が比較
的大きく，顎脚のsyncoxopoditeの前面と側縁にそれぞれ短棘と微棘を有さないのに対し，後者は尾
叉末端の刺毛の相対長（1.50–1.67, n=4 ）が比較的小さく，顎脚のsyncoxopoditeの前面と側縁にそれ
ぞれ短棘と微棘を有することから，形態的に区別された．この同定結果はミトコンドリアCOI配列の
BLAST検索の結果からも支持された．両種の顎脚のsyncoxopoditeの棘群の配列の差異はヨーロッパ
産標本においてすでに示されていたが，本研究により，日本産標本においても 2 種の識別に有用であ
る可能性が示された．
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1 ．はじめに
　カイアシ類は，節足動物門 甲殻亜門 カイアシ綱に属する生物の総称であり（大塚・田中 2020），
主に海水性であるが，一部のグループは池や川，湖，水田などの淡水域にも生息し，熱帯域から寒帯
域まで広く分布している．大部分の種は浮遊性であるが，中には底生性や寄生性のものも存在する．
阿部ほか（2021，2022）では，2021年 8 月（夏季）に岩手医科大学矢巾キャンパスの貯水池で淡水
動物プランクトンの調査が行われ，阿部ほか（2021）ではヤマトヒゲナガケンミジンコEodiaptomus 
japonicus（Burckhardt, 1913）とEucyclops roseus Ishida, 1997の 2 種のカイアシ類が同定された．
本研究では，2021年12月と2022年 3 月に，同貯水池で冬季の出現種の調査を行ったところ，Cyclops 
kikuchii Smirnov, 1932と思われる種が採集された．また，比較のために2022年 2 月に宮城県利府町
の柚ノ木溜池で調査を行ったところ，C. vicinus Uljanin, 1875と思われる種が採集された．
　Cyclops vicinusとC. kikuchiiはユーラシア大陸の両端（ヨーロッパと東アジア）に分布する種とし
て知られ（Hołyńska & Wyngaard 2019, Sioud et al. 2021a），国内では北海道から九州にかけて各地
の湖沼に生息している（Sioud et al. 2021a, 2021b）． 2 種はキクロプス属Cyclopsの中で系統的に最も
近縁なペアであり（Krajíček et al. 2016, Hołyńska & Wyngaard 2019），形態的にも互いによく似て
いる．Cyclops kikuchiiは，東京女子高等師範学校（現・お茶の水女子大学）の菊池健三博士により
東京周辺から採集された標本に基づき新種として記載され（Smirnov 1932），その後，C. vicinusの変
種（Rylov 1948）や亜種（Einsle 1994）として扱われた．日本においては，伊藤（1965）がおそらく
Rylov（1948）の見解にしたがってC. kikuchiiをC. vicinusのジュニアシノニムとみなしており（Sioud 
et al. 2021a），日本淡水プランクトン図鑑（水野 1977）や日本淡水動物プランクトン検索図説（水野・
高橋 2000）においてもC. vicinusのみが掲載されている．一方，石田（2002）の「日本産淡水ケンミ
ジンコ図譜」にはC. kikuchiiのみが掲載されている．Sioud et al.（2021a）は「日本でC. vicinusとさ
れてきたものがEinsle（1996）によってC. kikuchiiに正されたという石田（2002）の認識は誤りであ
る」と指摘するとともに，信頼できる日本産C. kikuchiiの記載は原記載以外に存在しないという理由
から，分類学的位置付けが曖昧な 2 種を「広義の日本産C. vicinus」と呼んだ．しかしながら，石田

（2002）は，「本属の分類学的再検討がEinsle（1996）によりなされた結果，我が国で分布が知られて
いた 2 種について誤りが明らかとなり，C. vicinusとされてきたものはC. kikuchiiに正され…」と述
べていることから，Sioud et al.（2021a）の指摘は誤りであり，Einsle（1996）がC. kikuchiiを再び有
効種とみなしたことを受けて，石田（2002）が日本でC. vicinusとされてきたものをC. kikuchiiに再
同定したと考えるのが妥当であろう．Sioud et al.（2021a）は，北海道から九州までの22水域から採
集された「広義の日本産C. vicinus」137個体のDNA解析（核ITS-1とミトコンドリア12S）と形態（尾
叉末端刺毛）の精査を行い，C. vicinusとC. kikuchiiの 2 種が国内に生息していることを明らかにし，
石田（2002）では“C. kikuchii”の名でC. vicinusのものと判断されるスケッチが掲載されるなど，
これまで 2 種が混同されていたことを指摘した．
　従来，これら 2 種の分類形質として，おもに尾叉末端の 3 本の刺毛（Ti:  terminal  internal seta; 
Tmi: terminal medium internal seta; Te: terminal external seta）の相対長が用いられてきた．Einsle

（1996）のキクロプス属の検索表では尾叉（furca）の長さに対するTiの長短が，Błędzki & Rybak
（2016）のキクロプス亜科Cyclopinaeの検索表ではTiに対するTeの長短が分類形質として用いられ，
Sioud et al.（2021a）ではTi/BL，Ti/Furca，Tmi/Tiの平均値が種間で統計的に有意に異なることが
確かめられている．ただし，これらの形質の相対値の分布は 2 種間で重複するため，明確な分類形
質にはなり得ないことに注意が必要である．一方，Hołyńska & Dimante-Deimantovica（2016）の
Fenno-Scandinavia産キクロプス属の検索表では， 2 種の分類形質として顎脚のsyncoxopoditeにおけ
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る短棘（smaller spinules）と微棘（tiny spinules）の有無が用いられているが，これまで日本産標本
でこの形質を検討した研究は行われていない．本研究では，岩手県と宮城県より得られたC. kikuchii
とC. vicinusの標本について，ミトコンドリアCOI遺伝子の塩基配列と尾叉末端の刺毛の相対長に加
え，顎脚のsyncoxopoditeの棘群の配列の比較を行った．

2 ．材料と方法
　カイアシ類の採集は，2021年12月19日の15時頃と2022年 3 月 7 日の14時頃に岩手県矢巾町の岩手医
科大学矢巾キャンパスの第 3 貯水池（39.6097 N, 141.1614 E）にて，2022年 2 月27日の16時頃に宮城
県利府町の柚ノ木溜池（38.3280 N, 140.9892 E）にて行った（Fig. 1）．矢巾キャンパスの第 3 貯水池
のおおよその深さは 1 mであった．当貯水池に関する詳細は阿部ほか（2021）を参照されたい．柚ノ
木溜池は周囲約 500 mの農業用貯水池であり，水が濁っていたため目視で底を確認できなかった．
　カイアシ類の採集では，柄付小型プランクトンネット（ケニス，HP）を用いて各池の表層を数回
ずつ水平に曳網し，プランクトンサンプルをボトルに入れ持ち帰った．2021年12月の矢巾キャンパス
貯水池での採集の際には表層水が凍結していたため，スコップで氷を割ってから採集を行った．採集
されたカイアシ類は，Cマウントカメラアダプター（Wraymer，SA20）を用いて実体顕微鏡（Olympus，
MVX10およびWraymer，LW-820T）に取り付けたデジタル一眼カメラ（Olympus，E-M1 Mark 
II およびSony，α6000）で全体写真を撮影した後，プランクトンサンプル全体を 100 µmのメッシュ
で濾過して70%エタノールで固定した．
　キクロプス目Cyclopoidaではオスが記載されていない種が多く，検索表はメスのみで作られオスの
種同定が不可能なため（上田 2018），本研究ではメス成体のみを観察した．キクロプス目のメス成
体は 2 個の卵嚢をもつことでオスと区別し，固定サンプルの中から実体顕微鏡（Olympus，SZX7）
下で選別した．選別した個体は，割り箸の先端にシガ微針（志賀昆虫，No.251）を接着して作成した
解剖針を用いて解剖を行い，エタノールで封じたプレパラートを作成して生物顕微鏡（Olympus，
CX31およびBX51）を用いて観察を行った．各部位の顕微鏡写真はBX51に取り付けた顕微鏡デジタ
ルカメラ（Olympus，DP71）を使用して撮影した．
　キクロプス目の属までの同定には富川・鳥越（2009）の検索表にしたがい，水野（1997），水野・
高橋（2000），石田（2002）も参照した．ケンミジンコ属の種同定には，Błędzki & Rybak（2016）
とHołyńska & Dimante-Deimantovica（2016）の検索表，およびSioud et al.（2021a）の形態計測値

Figure 1.   Landscape of sampling sites in the impounding reservoir in Iwate Medical University Yahaba Campus, Iwate 
Prefecture on 19 December 2021 (A) and in the Yunoki tameike pond in Miyagi Prefecture on 27 February 2022 (B).



菅孔太朗，他

−  40  −

の比較表（Table 3 ） を参照した．なお，水野（1997）および水野・高橋（2000）はC. vicinusにオナ
ガケンミジンコという和名を充てているが，これらの文献ではC. vicinusとC. kikuchiiの 2 種を区別
していない（「はじめに」参照）．したがって，オナガケンミジンコという和名がどちらの種を指すも
のかは不明であり，本稿ではこの和名を使用せずに学名のみで表記することとした．
　尾叉末端の刺毛の相対長の算出にあたっては，C. vicinus  4 個体とC. kikuchii  1 個体（いずれもメ
ス）を用い，撮影画像もしくは接眼ミクロメーターを用いて尾叉（furca）とその末端の 3 本の刺毛（Ti: 
terminal  internal seta; Tmi: terminal medium internal seta; Te: terminal external seta）（Figs. 2B, 
3B, C）の長さを計測した．このうち，C. vicinus  3 個体については，Sioud et al.（2021a）の方法に
したがい，頭胸甲の前端から尾叉の末端までの体長（BL）を計測した．
　DNA解析では，矢巾キャンパス貯水池から2021年12月19日と2022年 3 月 7 日に採集されたC. kikuchii

（各 1 個体）と柚ノ木溜池で採集されたC. vicinus（ 2 個体）を用いた．DNAの抽出にはChelex100
（Bio-Rad社）を10%となるように加えたTEバッファー（pH 8.0）を使用し，95℃で20分間インキュベー
トした（Richlen & Barber 2005）．抽出したDNA（無希釈または10倍希釈）を鋳型として，PCR法に
よりミトコンドリアCOI遺伝子部分配列の増幅を行った．PCRは 1 サンプルあたり 1 µlの鋳型， 8.8 µl

�Figure 2.���Female�of�Cyclops�kikuchii�collected�in�the�impounding�reservoir�in�Iwate�Medical�University�Yahaba�Campus.�A:�
Stereomicrographs.�B–D:�Light�micrographs.�A:�live�specimen,�dorsal�view,�B:�furca�and�terminal�furcal�setae（尾
叉と尾叉末端刺毛），dorsal�view，C:�P5（第 5 胸脚），D:�mixilliped�syncoxopodite（顎脚のsyncoxopodite），
frontal�view．dc:�dorsal�crest（背側の隆起），dls:�distal�group�of�long�spinules（長棘の遠位群），ds:�distal�seta（遠
位の刺毛），is:� inner�seta（内側の刺毛），ms:�medial�seta（中間の刺毛），os:�outer�seta（外側の刺毛），P5:�
5th�pereiopod（第 5 胸脚），pls:�proximal�group�of� long�spinules�（長棘の近位群），ps� :�proximal�seta（近位の
刺毛），te:�terminal�external�seta（外側の末端刺毛），ti:�terminal�internal�seta（内側の末端刺毛），tmi:�terminal�
medium�internal�seta（中央内側の末端刺毛），ts:�terminal�segment（末節）.
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の滅菌蒸留水（DDW）， 10 µlの2×KOD One PCR Master Mix -Blue-（東洋紡），各 0.1 µlのフォワー
ドプライマーとリバースプライマー（濃度 50 µM）を含む 20 µlの反応液で行った．プライマーペ
アは初めにProsser et al.（2013）のZplankF1_t1とZplankR1_t1を使用したが，DNAの増幅が確認で
き な か っ た た め，Meyer（2003） のdgLCO-1490（GGTCAACAAATCATAAAGAYATYGG）
とdgHCO-2198（TAAACTTCAGGGTGACCAAARAAYCA）を使用した．PCRのサイクル条
件は，98℃ 10秒，45℃または47℃ 5 秒，68℃ 1 秒の 3 ステップを35サイクルとした．PCR産物
は，1.5％アガロースゲルを用いた電気泳動で目的断片長の増幅の有無の確認を行った後，Enz-Sap

（EdgeBioSystems社）で精製を行った．シーケンスプライマーはPCRプライマーと同じものを使用
し，シーケンス解析はEurofins Genomics社（東京）によって行われた．フォワードおよびリバース
の相補的配列はMEGAX ver.10.2.6（Kumar et al. 2018）を用いてアセンブルを行った．本研究で得
られたCOI遺伝子部分配列（658 bp）は，アクセッション番号LC733366，LC733367（C. vicinus）
およびLC733364，LC733365（C. kikuchii）でDDBJ/ENA/GenBankの国際塩基配列データベースに
登録を行い，NCBI（National Center  for Biotechnology Information, USA）Webサイト（https://
www.ncbi.nlm.nih.gov/）のBLAST（Basic Local Alignment Search Tool）を用いた相同性検索によ
り国際塩基配列データベースに登録されている塩基配列との比較を行った．

3 ．結果
　岩手医科大学矢巾キャンパスの貯水池からC. kikuchiiが，宮城県利府町の柚ノ木溜池からC. 
vicinusが同定された．矢巾キャンパス貯水池では，2021年12月19日と2022年 3 月 7 日の採集を合わ
せてもC. kikuchiiが数個体採集されたのみであり，2021年夏季の採集と比較するとプランクトン全体
として採集される個体数が大幅に少なかった．2021年の夏季採集ではプランクトンネットのコッドエ
ンド内にプランクトンが目視で多数確認されたが，今回の冬季採集ではコッドエンド内にプランクト
ンはほとんどみられなかった．柚ノ木溜池では， 2 つの卵嚢をもつC. vicinusのメス成体がプランク
トン全体の個体数の多くを占めていた．

Ind. no. Body length
（BL, µm）

Length of
furca （µm）

Length of terminal furcal setae1 （µm） Ratio

Ti Tmi Te Ti/BL Ti/Furca Tmi/Ti Te/Ti

C. kikuchii 

1 ND2 236 246 459 133 – 1.04 1.86 0.54

C. vicinus 

2 2350 325 300 450 150 0.13 0.92 1.50 0.50

3 2275 325 300 475 150 0.13 0.92 1.58 0.50

4 2225 300 300 500 125 0.13 1.00 1.67 0.42

5 ND2 295 333 539 147 – 1.13 1.62 0.44

Average ± SD （standard deviation） 

2-5 2283
± 51

311
± 14

308
± 14

491
± 33

143
± 11

0.13
± 0.00

0.99
± 0.08

1.59
± 0.06

0.46
± 0.04

Table 1.   Length of body, furca, and terminal furcal setae, and the ratios among these values in Cyclops kikuchii and C. vicinus 
collected in the impounding reservoir in Iwate Medical University Yahaba Campus, and the Yunoki tameike pond, 
respectively. 

1 Ti: terminal internal seta; Tmi: terminal medium internal seta; Te: terminal external seta.  2 No data.
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矢巾キャンパス貯水池で採集されたCyclops kikuchii（メス）
　体長は約 1.6 mmであり（Fig. 2A），肉眼でも個体を確認できるほどの大きさであった．第 1 触角
は17節で，尾叉は細長く，尾叉末端にある最長の刺毛（tmi）は尾叉全体の長さの 2 倍ほどであった

（Fig. 2B）．第 4 ，第 5 胸節は側面が横に張り出していた．第 5 胸脚末節には 2 本の刺毛がみられ，
内側の刺毛は外側のそれに比べて非常に短く，胸脚末節とほとんど等長であった（Fig. 2C）．第 1 ～
第 4 胸脚外肢末節の刺毛の配列は 2 ・ 3 ・ 3 ・ 3 であった．尾叉背面には隆起線が直線状にみられ
た（Fig. 2B）．尾叉末端の刺毛の相対長は，Ti/Furca が1.04，Tmi/Tiが1.86，Te/Tiが0.54であった

（Table 1 ）．
　顎脚のsyncoxopoditeの縁には遠位の刺毛（ds: distal seta），中間の刺毛（ms: medial seta），近位
の刺毛（ps: proximal seta）がみられた．顎脚のsyncoxopodite前面のdsとmsの間には長棘の遠位群

（dls: distal group of long spinules）が，msとpsの間には長棘の近位群（pls: proximal group of long 
spinules）がみられた（Fig. 2D）．顎脚のsyncoxopodite前面のpls側方の短棘（sss: smaller spinules），
およびそれよりさらに側方のsyncoxopodite側縁の微棘（tss: tiny spinules）はみられなかった．

柚ノ木溜池で採集されたCyclops vicinus（メス）
　体長は約 2.3 mmであり（Fig. 3A），肉眼でも個体を確認できるほどの大きさであった．第 1 触角
は17節で，尾叉は細長く，尾叉の末端にある最長の刺毛（tmi）は尾叉全体の長さの 2 倍ほどであっ
た（Fig. 3B）．第 4 ，第 5 胸節は側面が横に張り出していた．第 5 胸脚末節には 2 本の刺毛がみら
れ，内側の刺毛は外側のそれに比べて非常に短く，胸脚末節とほとんど等長であった（Fig. 3D）．第
1 ～第 4 胸脚外肢末節の刺毛の配列は 2 ・ 3 ・ 3 ・ 3 であった．尾叉背面には隆起線が直線状にみら
れた（Fig. 3C）．尾叉末端の刺毛の相対長は，Ti/BLが0.13，Ti/Furca が0.92–1.13，Tmi/Tiが1.50–1.67，
Te/Tiが0.42–0.50であった（Table 1 ）．
　顎脚のsyncoxopoditeの縁にはds，ms，psがみられ，syncoxopodite前面のdsとmsの間，およびms
とpsの間に，それぞれdlsとplsがみられた（Fig. 3E）．顎脚のsyncoxopodite前面のpls側方にはsssが，
それよりさらに側方のsyncoxopodite側縁にはtssがみられた（Fig. 3F）．

DNA解析
　DNA解析の結果，矢巾キャンパス貯水池と柚ノ木溜池から採集された各 2 個体のC. kikuchiiとC. 
vicinusからCOI遺伝子の部分配列（658 bp）が得られた．個体間の配列の一致率はC. kikuchiiでは
90.7％，C. vicinusでは99.9％であった．種間の配列の一致率は79.9–80.9%であった．BLAST検索の
結果，矢巾キャンパス貯水池から2021年12月19日に採集されたC. kikuchiiのDNA配列（Accession 
number: LC733365）は，Sioud et al.（2021b）により報告されている宮崎県産C. kikuchiiのCOI配列

（LC604915）と100%一致した（Query cover: 96%）．一方，矢巾キャンパス貯水池から2022年 3 月 7
日に採集されたC. kikuchiiのDNA配列（LC733364）は，Sioud et al.（2021b）により報告されてい
る青森県産C. kikuchiiのCOI配列（LC604926）と最も一致率が高かった（Percent identity: 99.21%，
Query cover: 96%）．
　柚ノ木溜池から採集されたC. vicinus  2 個体のDNA配列（LC733366, LC733367）は，Sioud et 
al.（2021b）により報告されている福島県産C. vicinusのCOI配列（LC604943）とそれぞれ100％と
99.84%で一致した（Query cover: 96%）．また，Sukhikh & Alekseev（2015）により報告されてい
るロシア産C. abyssorum Sars G.O., 1863のCOI配列（KC627290）とも一致率が高かった（Percent 
identity: 99.85%，99.70%；Query cover: 100%）．



岩手県と宮城県から採集されたCyclops kikuchiiとC. vicinusの形態的差異

−  43  −

Figure 3.   Female�of�Cyclops vicinus�collected� in� the�Yunoki� tameike�pond.�A:�Stereomicrographs.�B–E:�Light�micrographs.�
A:�fixed�specimen,�dorsal�view,�B:� furca�and� terminal� furcal�setae（尾叉と尾叉末端刺毛），dorsal�view，C:�
enlargement�of�the�furca�in�B,�D:�P5（第 5 胸脚），E:�mixilliped�syncoxopodite（顎脚のsyncoxopodite），frontal�
view,�F:�enlargement�of� the�mixilliped�syncoxopodite� in�E．dc:�dorsal�crest（背側の隆起），dls:�distal�group�of�
long�spinules（長棘の遠位群），ds:�distal�seta（遠位の刺毛），is:�inner�seta（内側の刺毛），ms:�medial�seta（中
間の刺毛），os:�outer�seta（外側の刺毛），P5:�5th�pereiopod（第 5 胸脚），pls:�proximal�group�of�long�spinules�（長
棘の近位群），ps�:�proximal�seta（近位の刺毛），sss:�smaller�spinules（短棘），te:�terminal�external�seta（外側
の末端刺毛），ti:� terminal� internal�seta（内側の末端刺毛），tmi:� terminal�medium� internal�seta（中央内側の末
端刺毛），ts:�terminal�segment（末節），tss:�tiny�spinules（微棘）.



菅孔太朗，他

−  44  −

4 ．考察
　本研究で得られた矢巾キャンパス貯水池産C. kikuchii（ 2 個体）のCOI配列は，DDBJ/ENA/
GenBankに登録されている日本産C. kikuchiiの配列と99.21%以上で一致した．柚ノ木溜池産C. 
vicinus（ 2 個体）のCOI配列は福島県産C. vicinusの配列と99.84%以上で一致した．なお，ロシア
産C. abyssorumの配列（KC627290）とも99.70%以上で一致したが，本配列はC. vicinusの誤同定で
あることが指摘されている（Sioud et al. 2021b）．また，Sioud et al.（2021b）は，COI領域を用い
た系統解析の結果から，国内のC. kikuchiiは遺伝的に大きく異なる 2 つの系統群（Ckik_a，Ckik_
b）に分かれると結論づけている．本研究で得られたC. kikuchii  2 個体は，COI遺伝子の塩基配列か
らそれぞれCkik_aとCkik_bの系統群に属するとみなされ，大きな塩基配列の差異（61/658 bp）が
みられた．Sioud et al.（2021b）では，矢巾キャンパスから 6 km北西に位置する小規模な池からC. 
kikuchiiの 2 系統が採集されているため，矢巾キャンパス貯水池にこれら 2 系統が存在していても不
思議ではない．本研究では，種同定に関わる形態形質，およびCOI遺伝子の部分配列を必ずしも同一
個体で確認していないが，DNA解析の結果と以下に述べる尾叉末端の刺毛の相対長，および顎脚の
syncoxopoditeの棘群の配列の観察結果を総合して判断した結果，本研究で矢巾キャンパス貯水池と
柚ノ木溜池から得られた標本はそれぞれC. kikuchiiとC. vicinusであると同定された．
　従来，C. kikuchiiとC. vicinusの 2 種は，主に尾叉末端の刺毛の相対長によって識別されてきた．
Sioud et al.（2021a）は，日本産C. kikuchiiのTi/BL（average±SD: 0.17±0.03），Ti/Furca（0.98±0.11），
Tmi/Ti（2.00±0.21）の平均値が，日本産C. vicinusのTi/BL（0.22±0.03），Ti/Furca（1.08±0.11），
Tmi/Ti（1.54±0.11）の平均値と有意に異なることを示した（Welch t test, p < 0.001）．しかしなが
ら，これらの形質の相対数値の分布は 2 種間で重複する部分があり，特にTi/Furcaではその範囲が
大きいため（Sioud et al. 2021a），明確な同定根拠とすることは難しい．本研究によって矢巾キャン
パス貯水池から採集されたC. kikuchii  1 個体の計測結果では（Table 1 ），Ti/Furca（1.04）は 2 種
の中間的な値であったが，Tmi/Ti（1.86）はC. kikuchiiの平均±標準偏差の範囲内に収まり，かつ，
C. vicinusの値の範囲に含まれなかったことから，本標本は形態的にもC. kikuchiiの特徴を備えてい
るといえる．一方，柚ノ木溜池から採集されたC. vicinus  4 個体の計測結果では（Table 1 ），Ti/
BL（0.13±0.00）はいずれの種の平均±標準偏差の範囲内にも収まらず，Ti/Furca（0.99±0.08）はC. 
kikuchiiの値に近似し，Tmi/Ti（1.59±0.06）はC. vicinusの値に近似した．Sioud et al.（2021a）が
示したTi/BL，Ti/Furca，Tmi/Tiの 3 つの指標のうち平均±標準偏差の値で最も明瞭な種間差がみ
られるTmi/Tiを基準とすれば，本標本は形態的にもC. vicinusの特徴を備えているといえる．Sioud 
et al.（2021a）では，C. kikuchiiよりもC. vicinusで最大体長が大きいことが示されており，本研究で
尾叉末端刺毛長を調べた標本の体長（BL: 2.2–2.4 mm）がSioud et al.（2021a）で扱われたC. kikuchii
標本の最大体長（約 1.8 mm）を超えていたことからも，本標本はC. vicinusの特徴を有していると
いえる．
　矢巾キャンパス産標本と柚ノ木溜池産標本の顎脚のsyncoxopoditeにおける棘群の配列につい
ては，C. vicinusで長棘の近位群（pls）の側方には短棘（sss）がみられ，それよりさらに側方の
syncoxopodite側縁には微棘（tss）がみられたのに対し，C. kikuchiiの同箇所にはsssとtssのいずれ
の棘もみられなかったことから，Hołyńska & Dimante-Deimantovica（2016）で述べられているC. 
kikuchiiとC. vicinusの形態的特徴とそれぞれ一致した．Sioud et al.（2021a）は，ミトコンドリア12S
領域を用いた系統解析の結果から，C. kikuchiiの日本とヨーロッパの個体群間には別種レベルの遺伝
的距離があると述べている．本研究の結果から，国内に生息するC. kikuchiiの 2 系統のうちの少なく
とも一方の系統はヨーロッパの系統と顎脚の微細構造でも一致していることが明らかになった．これ
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ら 3 系統間に形態的・生態的な相違があるかどうかは，興味深い課題である．
　これまでに矢巾キャンパスの貯水池で採集されたカイアシ類はヤマトヒゲナガケンミジンコとE. 
roseusの 2 種であったが（阿部ほか 2021），今回新たにC. kikuchiiが生息していることが明らかになっ
た．本種は夏の間はコペポディドⅣ期（CⅣ）の幼生として底質中で休眠するとされていることから

（Einsle 1996），阿部ほか（2021）の夏季における表層のプランクトン採集では採集されず，また，体
サイズが小さいために，巻き上げられた池底の浮泥サンプルの観察時には見逃されていた可能性が考
えられる．
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